
 

 

 

 
 

巻頭言 
エレクトロニクスソサイエティ 副会長 (研究技術担当) 

村口 正弘 (東京理科大学） 

私がエレソの委員になった

のは前回の大会委員長（1999

年～2000 年）と今回の副会長

（研究技術会議担当）の２回

です。 

この７年間に電子情報通信

学会の変化はあったかという

と、論文誌が電子化され、ソサイエティの独立採

算制度の試行など表向きは変革の様子はありま

すが、実態はあまり良い方向に変わっていないと

思います。何年も前から、本学会の存在意義を問

われて来ました。会員数は減少傾向にあり、論文

誌のインパクトファクタは0.5とノーインパクト

の状態です。極論からすると、この分野では IEEE

がデファクト的な地位を形成し、「学会は IEEE だ

けでいいんじゃないの、２学会に会費を払う必要

はどこにあるの」と聞かれても、それに対して説

得力のある回答を出せる人は少ないと思います。 

そこで、逆転の発想をしてみます。もし学会が

IEEE だけになったと想像します。国際会議の発表

は不都合が生じないでしょう。しかし、「もっと

軽い発表は出来ないか」とか、「日本語でできる

発表がしたい」とか、「本部が遠過ぎるし大き過

ぎて、もっと地域に密着したサービスが欲しい

な」などと不満が生じると思います。これが、現

在の電子情報通信学会の存在意義ではないでし

ょうか。そう考えると、総合大会や研究会が本学

会の活動の根幹を成すべきものではないかと思

います。 

では、ノーインパクトの論文誌はどうしましょ

う。英論文誌エレクトロニクスの購読会員数は

4000 名程度ですので、その程度の人数しか見てい

ないことになります。電子化されて web 掲載され

ても、限定された会員しか見れないように制限さ

れているので事態は変わりません。これも逆転の

発想で IEEE Xplore に載せたらどうなるかを想像

します。IEEE の Journal をロードショー上映の映

画館に例えると、IEICE は B 級上映館になるのか

な。でも、B 級映画でもキラリと光ると評価され

るかもしれないし、観客動員数が 4000 人でなく

て40000人であれば作者にとって満足度が高いの

ではないでしょうか。学会費を払うのは論文誌を

講読する為のものではなくて、論文誌に投稿する

為のものだとの位置づけもあるのではないかと

思います。IEEE Xplore に載せるのに抵抗がある

ならば、無料講読で登録制の公開もありかなと思

います。 

さて、今、本部組織で著作権について他学会と

の関係を議論しています。私は、学会の持つ著作

権とは学会という組織の権利を守るものではな
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くて、会員の権利を保護するものだと考えていま

す。IEICE という組織の権利を守るがあまり、会

員の知財を IEICE の中でお蔵入りさせるより、

IEEE に軽い条件で譲渡して会員の知財を広く普

及させる方を、多くの会員が望むのではないでし

ょうか。これは、過激な意見ですが、是非、組織

のためではなく、会員のためになる著作権保護を

考えて頂きたいと思います。 

 

著者略歴： 

1983 年 東京工業大学大学院理工学研究科博士課

程修了. 1983～2005 日本電信電話株式会社（NTT）

勤務. 通信用超高周波および超高速 IC の研究・開発

に従事. 1995～1999 ﾜｲﾔﾚｽｼｽﾃﾑ研究所無線方式研究

部超高周波回路研究ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞ, 1999～2002 NTT ｴﾚ

ｸﾄﾛﾆｸｽ株式会社に出向. 超高速ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ事業本部 

営業部長. 2002～2005 NTT ﾌｫﾄﾆｸｽ研究所 ﾃﾗﾋﾞｯﾄﾃﾞ

ﾊﾞｲｽ研究部長. 1999～2004 熊本大学大学院自然科

学研究科 連携講座 客員教授. 2005 年より東京理科

大学 工学部 電気工学科 教授.博士（工学）.  

2000 年電子情報通信学会 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｿｻｲｴﾃｨ 大会委

員長. 1994 年 第 26 回市村学術賞（功績賞）. 2006

年電子情報通信学会 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｿｻｲｴﾃｨ 功労感謝状.  

 
 

英文論文誌編集委員会より 

英文論文誌編集委員長 小野寺 秀俊 (京都大学) 

エレクトロニクスソサイ

エティ英文論文誌編集委員

長を務めております京都大

学の小野寺でございます。ソ

サイエティの皆様に、英文論

文誌へのご理解を一層深め

て頂くため、本コラムを借り

まして論文誌の現状を少しご紹介したいと思い

ます。 

論文誌発行事業は、学会が提供する最も重要な

社会的使命の一つです。特に、英文論文誌は全世

界に向けた情報発信の場として、その重要性はま

すます高まっています。エレクトロニクスソサイ

エティの英文論文誌 IEICE Transactions of 

Electronics は、1991 年 1 月に信学英文論文誌が

4 分冊に分かれる形で発刊されて以来、ソサイエ

ティ会員を中心としたサポートにより着実に発

展を重ねてきました。国内外での認知度も高く、

投稿論文数や掲載論文数も年々増加しています。

2005 年度の総投稿数は 488 件でした。一般論文が

174 件、特集論文が 314 件投稿されました。海外

からの投稿も活発で、例えば一般論文では 121 件

(70%)に上ります。出版論文数について見てみま

すと、一般論文の掲載件数は 89 件で、その中で

海外からの投稿論文は 47 件(53%)あります。特集

号論文では、合計 259 件が掲載され、その中で海

外論文は 70 件(27%)でした。このように、国際的

学術論文誌として、研究成果の国際的な発表と議

論の場を提供する重要な機能を英文論文誌は果

たしています。 

もちろん、エレクトロニクス分野の国際学術論

文誌は、ほかにも刊行されています。それらの中

で、英文論文誌の存在意義を高めている要因には、

次の二つの特徴があると考えています。 

第一の特徴は、毎号の特集号化です。英文論文

誌では、一般投稿論文を掲載する以外に、特定テ

ーマに関する小特集を毎号企画しています。該当

分野の第一人者の方々による小特集号編集委員

会を編成し、特集分野の最新動向に関する招待論

文や、特集テーマの論文募集に応じて投稿された

一般論文に対し、一般論文と同様の審査を行い、

小特集を編集しています。これにより、「1 冊読

めばその分野の全てがわかる」論文誌が誕生しま

す。 

第二の特徴は、迅速な編集・出版プロセスです。

通常、論文の掲載には長期間かかるのが普通です。

掲載までには1年以上かかるという論文誌も沢山

あります。これに対し、英文論文誌では、審査・

編集プロセスの迅速化に努力しています。その結

果、投稿受付から論文発行までの日数として、最

短では 4 ヶ月、平均でも 6.5 ヶ月(論文の平均は

7.3 ヶ月、レターの平均は 5.3 ヶ月)という短期間

での出版が実現しています。特集号論文の場合は 



7.5 ヶ月です。技術革新の速度は加速度的に上が

っています。研究成果の発表も、時期を失するこ

と無く迅速に行える体制を英文論文誌は作って 

行きたいと考えています。 

なお、一刻を争う出版には、英文電子ジャーナ

ルの ELEX 誌があります。こちらは最短 10 日での

掲載実績があります。レター発表をお考えの場合

には、分野重視の英文論文誌と速報性重視の ELEX

誌を使い分けて頂ければと思います。 

以上、英文論文誌の編集状況についてご紹介致

しました。皆様からの論文をお待ちしております

ので、投稿ご検討のほど、よろしくお願い致しま

す。 

 

著者略歴： 

1983 年 京大大学院工学研究科博士後期課程了．

同年、同大工学部助手．現在、同大大学院情報学研

究科教授．集積回路の高速低消費電力化設計技術、 

製造容易化設計技術などの教育研究に従事． 

 

 

新フェロー寄稿 

「歳をとった研究者」  

田中 嘉津夫 (岐阜大学) 

今回、「新手法による計

算電磁気学への貢献とナ

ノフォトニクスへの応

用」という貢献で学会フ

ェロー称号を頂き、ご足

労頂いた多くの関係各位

の方々に感謝したい。こ

の分野は、個人のアイデアを元にした基礎的な、

ある意味で小規模な研究である。世の注目を浴び

るような派手な成果は期待できないが、研究成果

は寿命が長く、長い目で見て広範な分野に応用さ

れる可能性を持っている。また、予算、マンパワ

ーに恵まれなくても遂行可能な分野であり、孤立

していてもアイデアがあればそれなりの成果を

挙げることも可能である。 

最近、私は生まれて始めて（デバイス）特許を

取得した。この研究分野で特許取得できるアイデ

アに出会うのはきわめてまれである。内容は光を

波長以下に空間に閉じ込め、しかも導波伝搬でき

る表面プラズモンを利用した光導波路の提案で、

例えば“光波長より小さな光導波回路”という興

味深い応用が可能であり、将来、ナノフォトニク

ス基盤技術の一つなる可能性がある。もちろんそ

の価値は後世が決めることであり、他のアイデア

に取って替わられるものかも知れない。しかし私

はこのアイデアが気に入っている。というのはこ

れは演繹的に思い付いたものではなく、研究中に

偶然見つけたものだからである。沈思没頭して思

いつくものではなく、運に助けられたアイデアか

も知れないからである。このアイデアで４年間で

１２編の論文が発表でき、それらは多くの研究者

に興味を持って頂いた。 

このアイデアに出会ったのは５４才の時で、あ

きらめずに現場を離れず研究を続けたことが大

きな要因と考えている。５４才の研究者といえば

日本では監督、管理が主務であり、研究遂行者と

言う意味ではレイムダックが普通である。宝くじ

で運を掴む有効な方法は購入回数を増やすこと

である。同じように研究生活で運を掴む有効な方

法は、長く現場で研究を続けることかも知れない。

しかし「歳をとった研究者」が現場でウロウロす

るのは日本ではあまり歓迎されない。最近の研究

助成金の多くは年齢制限があり、「歳をとった研

究者」はアイデアを持っていても門前払いである。

ある民間の研究助成金に応募したら、「先生の歳

なら人脈を使って研究費は幾らでも集るでしょ

う」と言われ、自分の人脈の無さを嘆くしかなか

った。意気消沈させる格言もある。「３０台を超

えるとよい理論研究はできない」、「ある年齢を超

えたら後継者育成に貢献すべき」、「しょせん個人

でできる研究は限られている」くらいは分からな

くもないが、「いい歳してあまりガツガツするな」

と言われると哀しくなる。幸か不幸か、私はいつ

までも院生の続きのような泥臭い研究生活を送

ることが出来た。年功人脈で有為な若者を蹴散ら

した反省からの助成金の年齢制限は分からなく



もないが、泥臭い研究現場で働く、あるいは働き

たい「歳をとった研究者」は日本でも少なくない

筈である。若い研究者にも言いたい。現場を離れ

たら運に出会うチャンスは失うし、研究の面白さ、

醍醐味は現場にしかない。今回のフェロー称号に

は会員諸氏にも感謝したい。どうも有難うござい

ました。 

 

著者略歴： 

1975 年大阪大学工学研究科通信工学専攻博士課

程修了．同年岐阜大学工学部助手．現在、岐阜大学

教授．相対論的電磁波論、放射線画像工学、計算電

磁気学、ナノフォトニクスの研究に従事．医用画像

情報学会内田論文賞、Mathematical Theory in 

Electromagnetic Theory 国際会議 N. A. Khizhnyak 

Award 受賞． 

 
 

学会活動と「覚悟」 

平地 康剛 (Asia Pacific Microwave Conference 

(APMC) 国内委員会 元監事、東京工業大学産学官連携研

究員、株式会社 アムシス 代表取締役、茶道表千家 講師) 

 昨年 12 月、横浜パ

シフィコで開催され

た第 18 回 APMC 2006

が成功裡に終了した。

採択論文数 498 件、学

会参加者数 1,069 名、

展示ブース参加者

5,424 名の過去最多を記録し、米国の IMS、ヨー

ロッパの EuMA と共に、規模・内容とも世界 3 大

マイクロ波会議の一つに成長した。これも、本会

議の立ち上げと発展に、たゆまぬご努力をされて

こられた諸先輩の方々のご尽力の賜物である。小

生も微力ながら、本会議設立の時から参加させて

いただいたが、ここまで大きくなってきた APMC

を誇らしく思っている一人である。フェロー寄稿

のチャンスをいただきこのスペースをお借りし

て、APMC がさらに発展していくことを期待し、こ

れからの学会を背負って立つ若い人たちに対し

て一言述べさせていただきたい。 

APMC は 1986 年にインドのニューデリーで初め

て開催され、1988 年北京での開催中に、次回 1990

年には日本で開催することが決まった（１）。さっ

そく、電子情報通信学会マイクロ波研究会の委員

長や責任者及び有志が日本での開催に向けて活

動を開始した。資金は全く無く学会から準備金と

して数百万円をお借りして開催することにした。

また学会参加者数の予測も、目標は決めたものの、

本当に何人の参加になるか全く予想も立たない

状況であった。当時実行委員長でいらしたＹ先生

は、大きな赤字がでた場合には、「自分の家屋敷

を売って借金の穴を埋めるつもりだった」と後で

述懐しておられた。 

関係者みなそのような「覚悟」の中で、ついに

1990 年 9 月東京サンシャインで第 3 回 APMC の開

催にこぎつけた。関係者一同のこの会議開催に向

けた思いは、米国 IEEE の MTT-S(現 IMS)とヨーロ

ッパの EuMC(現 EuMA)に匹敵する会議を、アジア

でも開催していきたいということであった。さら

に、これら両会議共通の特徴である関連産業の学

会併設展示会を APMC も実施することにした。国

内のマイクロ波産業関連企業の大がかりな展示

会はこれまで例がなく、展示会開催の責任者の

方々は、仕事上の個人のつてを頼りに各企業の責

任者へ電話をかけ足しげく通い、頭を下げて展示

会への出展をお願いし大変なご苦労をされ、その

結果学会併設展示会として恥ずかしくない数の

ブースを出展することができた。APMC は、東京で

の成功をうけ、 4 年に一度日本で開催すること、

及びその途中の3年間は日本国内のマイクロ波技

術のワークショップと併設展示会(MWE)を続けて

いくことがこの時決まった。 

それ以来、日本での APMC はこれまで 5 回開催

され、そのたびに論文数、参加者数、予算規模を

ほぼ順調にのばしてきた。しかしながら、私は今

回の APMC2006 の学会活動の中で１つの懸念をも

った。その懸念とは、これから APMC を背負って

立ってもらいたい若い人たちの中に、「APMC はす

でに完成したもので自分たちはこれを壊しては



いけない、だから学会活動は前例にしたがってそ

の通りにやればよい。」といった気持ちが潜在的

にあるのではないかということである。このよう

な気持ちがあると学会活動は停滞する。これをこ

のまま放置すると、APMC は後退の道をたどること

になる。ではどうすればよいのか。   

“ 学会活動と「覚悟」”という少し大げさな表題

を掲げたが、APMC を立ち上げ発展させてこられた

諸先輩の方々は、一言も口には出さなかったが、

APMC を開催するにあたりこの「覚悟」を皆持って

おられた。「覚悟」とは命を掛けることであり、

自分の人生を掛けることであり、もっと具体的に

は赤字を出したら「家屋敷を売って」責任をとる

ことである。私の学ぶお茶の世界でも「一期一会」

と言う言葉があり、この意味は「これぞ今生にた

だ一度のお茶であると覚悟して参会せよ。」と教

えている。この「お茶」という部分を「学会」と

いう言葉に変えたら、「これぞ今生ただ一度の学

会である、覚悟して参会せよ。」となる。これか

ら APMC を背負って立つ若い人たちは、この「覚

悟」の自覚をもっていただきたい。若い人たちに、

「これぞただ一度の学会と覚悟して」ことに当た

ってほしい。 

APMC を取り巻く環境も年々変わってきている。

携帯電話や無線LANなどマイクロ波技術が人々の

生活に密着すればするほど、大がかりな展示会が

開催されるようになり、APMC の差別化が問われて

くる。この様な環境の中で APMC がさらに発展し

ていくためには何をし、何をしなくてよいのか、

課題は多い。これから APMC を担う若い人は、過

去の事例にとらわれることなく、現状に合わなく

なったものは大胆に廃止し、APMC を立ち上げてき

た諸先輩の「覚悟」を引き継いで新しい APMC を

築いていっていただきたい。「覚悟」の中には「自

分の力で事をやりきる」意味が含まれており、苦

労が大きければ大きいほど、成功したときの喜び

もまた大きいものである。 

(1) 山下 榮吉、“ｱｼﾞｱﾊﾟｼﾌｨｯｸﾏｲｸﾛ波会議(APMC)事始め”

電子情報通信学会誌、Vol.82、No.8、pp.805-809、1999． 

 

著者略歴：  
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富士通研究所入社、 以来 インパットダイオード、
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就任、現在に至る. 工学博士(東京工業大学). 
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「マイクロ波と共に 50 年」 

                      水品 静夫 (静岡大学名誉教授) 

1956 年静岡大 

学岡部隆博教授 

のもとで、卒業 

研究テーマとし 

てミリ波マグネ 

トロンの試作に 

携わり、マイク 

ロ波分野に入っ 

た。2 年後に 

50GHz で 10mW が発生できるようになった。これが

契機となって、Ohio State Univ. に留学できた。

学位取得後、Bell Telephone Labs, Murray Hill, 

NJ, で研究員となり practical training を受け

た。Bell Labs. ではマイクロ波キャリアーパル

スを直接高速再生増幅する課題が与えられた。私

はトンネルダイオード（TD）を使った 9GHz 発振

器のバイアス電圧を同じく TD を使った矩形波パ

ルスで変調する回路を提案し、実験した。１キャ

リアーパルス内の振動数を数百から 100, 

10cycles と減らし、最終的に、1cycle に短縮す

ることに成功した。この１cycle pulse を次段の

9GHz TD 発振器に注入して、9GHz 1cycle のパル

スを 2GHz 繰返し周波数で再生増幅する実験に成

功した。マイクロ波とベースバンドパルスの境が

無くなったことに感慨を覚えた。1965 年のことで、

丁度その頃、Bell Labs.では植之原道行氏の指揮



のもとに Gunn diode の研究が大きく進展してお

り、マイクロ波１サイクル内の電子過程が話題と

なっていた。パルス再生増幅実験が成功した翌朝、

部長が私の部屋にあらわれ、実験を再現するよう

命じた。Sampling Scope (HP 社製) の時間軸と電

圧軸を確認した後、「間違い無いようだ。」と言い

ながら部屋を出て行った。その翌日、また部長が

数人つれて部屋に来て、「実験手順を口頭で指示

してくれ。私が実行する。」「指示通りの結果だ。

Technical Memorandum にまとめよ。自分で採った

データを使うな。助手が採ったデータを使え。」

との指示があった。実験データは高い再現性・客

観性を持たなければならないことを改めて学ん

だ。また、この実験を通して、発振器の注入同期

現象について学んだ。 

その後、注入同期現象を利用したマイクロ波電

力合成法に取り組んだ。ミリ波領域で半導体素子

から高出力を得ることが難しい状況があった。そ

こで、Gunn diode の電力合成に注目した。電力合

成には複数の多素子空胴共振発信器を3dB方向性

結合器を介して注入同期する方法を使った。

23GHz で 120 個 Gunn diode の電力を合成すること

ができた。マイクロ波電力合成については、他の

方法も実験し、度々IEEE MTT-S で報告した。 

 1970 年代後半から、IEEE MTT-S の Biomedical 

Applications Sessions で Hyperthermia（がん温

熱療法）に関する発表が目立つようになった。体

内組織温度の無侵襲計測法の開発が課題である

と考え、挑戦した。ばらつきの大きい測定データ

から温度プロフィルを推定する逆問題を、事前知

識を利用して順問題に置き換え、実用的な解を得

る方法を提案、実験した。適切な事前知識の選択

が鍵である。Professor J. W. Hand, Imperial 

College of London, のグループとの共同研究が

最後のプロジェクトとなった。新生未熟児の脳中

心部温度を多周波マイクロ波ラジオメトリで無

侵襲計測する技術の feasibility study で、精度

ほぼ 0.3K で測定できることを示した。 

 教育面では、電磁気学、半導体素子、電子回路、

マイクロ波応用などの科目を担当した。電磁気学

は教え甲斐のある科目であった。しかし、難しい

学問を学生が避ける傾向がしだいに強くなった。

立て直す有効な手段が必要であると痛感してい

る。 

 

著者略歴： 

昭和32年静岡大学工学部電子工学科卒、39年Ohio 

State Univ. 大学院電気工学専攻博士課程修了 
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学院電子科学研究科長、平成 6 年電子工学研究所長、

9 年定年退職．この間、昭和 35‐39 年 Ohio State 

Univ., Electron Device Lab.研究助手、39‐40 年 

Bell Telephone Labs, Murray Hill, NJ, 研究員．

51‐61 年 浜松医科大学医学部非常勤講師、平成 12

年‐現在 静岡県立大学薬学部非常勤講師．平成

7‐9 年 日本ハイパーサーミア学会副会長．編著

書：Noninvasive Temperature Measurement, Gordon 

& Breach, 1989．著書（分担）：Recent Trends in 

Noninvasive Thermal Control, Chapter 16, 

Thermo-Radiotherapy and Thermo-Chemotherapy, 

C.C Vernon, Ed., Springer, 1995．  

 

 
「カーボンナノチューブエレクトロニク

スへの思い」 

    水谷 孝 (名古屋大学) 
このたび「ナ

ノ構造・ヘテロ

構造を用いた

高速・高機能電

子デバイスに

関する研究へ

の貢献」でフェ

ローの称号をいただくことができました。これま

で一緒に研究を進めていただいた方々をはじめ

関係の皆様に深く感謝いたします。今回の受賞を

機に自由に執筆する機会を与えられましたので、

最近進めているカーボンナノチューブエレクト

ロニクスの研究についてお話させていただきた



いと存じます。 

カーボンナノチューブが１９９１年に飯島博

士により発見されてから１５年が経ちました。こ

の間理論研究者、材料研究者により精力的に研究

が進められ、カーボンナノチューブが持つ物性の

解明が進むとともに成長方法にも大きな進展が

見られました。その結果ディスプレイ用電子線源、

燃料電池用電極材料としてはすでに実用化の見

通しが得られつつあります。新規材料が見出され

てから実用化（の見通しが得られる）までの研

究・開発期間がこれほど短いのは少ないのではな

いでしょうか？カーボンナノチューブの材料と

しての素性の良さを示しているような気がしま

す。 

私は化合物半導体デバイス、量子デバイスを中

心に半導体電子デバイスの研究開発に長年携わ

ってきましが、このカーボンナノチューブを半導

体エレクトロニクスに展開すべく研究を開始し

てからほぼ７年が経過しました。技術レベルは研

究開始当初の初歩的な段階からそれなりに進展

し、ナノチューブトランジスタの単体素子として

の性能（電流駆動能力）は非常に高く、既存のト

ランジスタの性能をはるかに上回ることを示す

ことができました。また GaAs 系化合物半導体で

問題となり、いまだに解決できていない半導体表

界面の問題も少なそうです。これは電極に用いる

金属の仕事関数に依存してトランジスタ特性が

変化することから確かめられました。エレクトロ

ニクス用材料としても素性が良さそうです。 

しかし多くの問題点も抱えています。ナノチュ

ーブ１本１本の構造が制御できていないことが

最も重要な課題です。ナノチューブは電気特性も

含め各種物性はナノチューブの構造に依存して

います。これはナノチューブが多くの機能を有し

新しい魅力ある展開が可能であることを示すと

ともに、特性のそろった素子を大規模に集積する

という従来の Si エレクトロニクスの発展の歴史

からすると大きな課題となります。ナノチューブ

は構造によって半導体にも金属にもなり得ます

がその作り分けすらできていません。最近スタン

フォード大のグループがプラズマ気相成長法を

用いて半導体的ナノチューブの優先成長を報告

し、われわれのグループもそれを確認しましたが、

その理由についてはまだ解明できていません。熱

CVD ではこのような半導体的ナノチューブの優先

成長は見られていませんので、プラズマに起因し

た現象のようです。この原因解明は、ナノチュー

ブ特性制御に向けた大きな第１歩になると期待

しています。 

このようにナノチューブトランジスタの単体

性能は優れていますが大規模集積の視点からは

大きな課題を有しています。このような状況を考

えると、トランジスタ単体あるいは小規模集積デ

バイスの中でナノチューブの特徴を生かした応

用を考え、その実現に向けた研究開発を通して技

術の成熟度を高めていくことが重要と考えてい

ます。その中で培われた技術は大規模集積に向け

た重要な基盤技術となり得ます。このようなナノ

チューブの特徴を生かした応用例としてはナノ

チューブバイオセンサーが有力と考えています。

表面積の占める割合が高いので非常に高い感度

が期待されます。また表面電荷状態の変化をトラ

ンジスタの電流変化として直接検出するので、従

来のバイオセンサーで行われてきたラベリング

という煩雑な作業が不要という利点を有してい

ます。すでにわれわれのグループも含めて多数の

研究機関で基礎実験に成功しています。 

ナノチューブは高い可能性を持っています。材

料、物性、プロセスと関係研究者と協力しながら

研究を進め、新しい可能性に挑戦してきたいと考

えています。 

 

著者略歴： 

1973 年 名古屋大学工学研究科修士課程修了. 

同年日本電信電話公社（現 NTT）入社. 以来 化合

物半導体電子デバイス, 量子デバイス, カーボンナ

ノチューブエレクトロニクスの研究に従事. 1995 年

より名古屋大学工学研究科教授に就任, 現在に至る. 

工学博士. 

 



「ソサイエティを越えた合同研究会の開

催」         山本 寛 (日本大学) 

この度のフ

ェロー称号授

与にあたり、

関係各位、多

くの先輩や研

究の仲間に多

大なご尽力、

ご支援頂いた。この場をお借りしてお礼申し上げ

るとともに、称号に恥じないよう、今後も微力な

がら学会の発展に寄与して参りたいと考えてい

る。 

私が深く関わって来たのは電子部品・材料

（CPM）研究専門委員会である。「材料」と銘打つ

と関連する分野は広がり、どうしても応用目的が

比較的明確な他の研究会との共催が多くなる傾

向にある。またそれが CPM 研究会活動の特徴とも

なっていると思う。そうした共催研究会の体験を

振り返って思うことがある。それは日頃触れるこ

との少ない話題について、半ば強制的に考え、議

論に参加することは極めて有益であったという

点である。思考を水平にではなく、無理やり垂直

に動かすエネルギーを必要とするのを実感する。

ハードではあるが意義深い経験をさせて頂いた。

もちろん，近い分野の方々の成果について議論す

る場では、自分の研究を進展させる上での直接的

アイデアを得るし、大いに触発されることはしば

しば体験する。しかし、共催研究会における予想

外の発想や研究の新しい展開へ向けた示唆を受

ける経験も自分にとって大切であったと思って

いる。 

例年 7 月頃であったと思うが、本会では複数の

研究会が合同研究会を企画し、さらに同じ会場で

複数の合同研究会が開催される。しかし、同一ソ

サイエティの中でも比較的分野が近いものの集

まりが圧倒的に多い。異なるソサイエティの合同

研究会となると実際に企画するのはとても難し

いようである。確かに、視点や目的や関心ごとが

異なれば共通テーマを設定することなど出来な

いと考えがちである。 

ここまで発展してきた電子情報通信分野、それ

を全面的にカバーする本学会の抱える人々の興

味関心となる対象は量・質ともに恐ろしく拡がっ

て来た。そして、数年前から改革が進められて来

た本学会のソサイエティ体制も定着し、そろそろ

財政的な面でもそれぞれ独立した活動へ向けて

動き出している。このことは会員規模の点で比較

的小さくまとまった組織となって、学会の機動的

な動きを加速しやすいという意味では大きな意

義があることだと思う。一方、そうした流れが進

む中では、しだいに顔を合わせる人々が限られて

来ることが懸念される。必然的に学会での話題も

同質の発想が膨らむ傾向になるだろう。 

異質な出会いのもたらす緊張感は変化・進化の

大きな原動力となる。歴史を紐解いてもその例は

いかに多いことか。かなり離れたフィールドの話

題の中に、自分の研究の思わぬ突破口や新しいテ

ーマの糸口が見つかることがある。特に、大学に

勤務なさっている皆さんには、同じ専攻内での大

学院生の論文発表会などでそうした経験をお持

ちの方は多いのではないだろうか。 

そこで、異分野交流研究会を意識的に企画する

ことを提案したいと思う。例えば、年に 1 回程度

の異なるソサイエティ間の合同研究会を開催す

ることを推し進めることを提案したい。異文化間

コミュニケーションを意識的に促進する仕組み

を作れれば面白いと思う。分野が異なれば使って

いる同じ言葉の意味が違っている。そうした違い

をしっかり受け止める過程の中にこそ、見過ごし

ている研究の展開・発展の芽をつかむ好機が潜ん

でいるように思う。 

著者略歴： 

1979 年 東京工業大学理工学研究科博士課程修
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     （企画広報担当: 望月） 


